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最新の情報は生理学会ホームページをご覧ください（URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/psj/）

公益信託　時実利彦記念賞

平成14年度申請者の募集について

当基金は，下記要項により本年度申請者の募集

を致します．

記

1．趣　旨

脳研究に従事している優れた研究者を助成し，

これを通じて医科学の振興発展と日本国民の健康

の増進に寄与することを目的とする．

2．研究テーマ

脳神経系の統合機能及びこれに関連した生体の

統合機能の解明に意義ある研究とする．

3．研究助成金

「時実利彦記念賞」として賞状及び副賞（研究

費）100万円を授与する

4．応募資格

原則として55歳以下とする．

5．応募方法

所定の申請書に必要事項を記入し，主要論文の

うち代表的なもの3篇以内の別刷一部を添付の

上，下記事務局宛送付する．

・申込締切日　平成14年4月10日（金）必着

・申請用紙は，返信用定形封筒に80円切手を添

付の上，下記事務局宛請求する．

〈公益信託　時実利彦記念脳研究助成基金事務局〉

〒100─8212 東京都千代田区永田町2─11─1

三菱信託銀行個人資産相談部

公益信託推進室　担当　小林

第18回国際臨床化学会議
Secretariat of the 18th ICCC 2002 Kyoto

第18回国際臨床化学会議（IFCC創立50周年

記念）が日本臨床化学会，日本学術会議の主催で，

第42回日本臨床化学会年会と共同開催されるこ

とになり，2002年秋京都で開催されることとな

りました．本会議では，ノーベル賞受賞者である

江崎玲於奈教授をはじめ，世界各国から著名な研

究者をお招きし，臨床化学のみならず広範な分野

にも及ぶ学術プログラムが企画されています．ま

た，4つの会場を使用した国内外のスポンサー企

業による大規模な機器・試薬展示会があわせて開

催されます．さらに，バンケットやパーティなど

で国内外の研究者の方々との親睦を深める機会を

設けています．大勢の方々のご参加をお待ちして

います．

会　　期：

2002（平成14）年10月20日（日）～25日（金）

（ただし，第42回年会のセッションは10月21

日（月）～23日（水）の3日間）

開催場所：

国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）

参加費用：

7月1日までの事前参加登録費は50,000円，7

月2日以降の参加登録費は55,000円．

また，1日参加（事前登録は10,000円，7月2
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日以降は12,000円）も設けています．

参加登録方法：

事前プログラム（Preliminary Program）の巻

末の申込書（Form A）をご記入の上，事務局

あてに郵便，Fax，E-mailのいずれかでお送り

いただくか，またはインターネットホームペー

ジ（http://edpex104.bcasj.or.jp/iccc2002/）上

でも登録が可能です．

各　　賞：

国内外のひとりでも多くの若い研究者に研究発

表の場を提供できるように，Kyoto Awardsと

して多くの賞を予定しています．

ポスター発表：

ポスターによる発表形式で，抄録を英文200語

程度（超過しない）で作成し，郵送またはイン

ターネットで応募ください．なお，締切は，郵

送は2002年3月6日（水），インターネットで

の受付期間は2002年2月20日（水）～3月20

日（水）の 1カ月間です．第 42 回年会の講

演・ポスターは日本語でも行われます．

連 絡 先：

第18回国際臨床化学会議・第42回日本臨床化

学会年会事務局

〒560─0082 豊中市新千里東町1─4─2

千里ライフサイエンスセンタービル14階

学会センター関西内

電話（06）6873─2301 Fax（06）6873─2300

E-mail: iccckyoto@bcasj.or.jp

RIKEN Brain Scienc Institute Summer Program 2002

理化学研究所脳科学総合研究センターは1997

年 10月に発足し現在450名を超える研究者によ

り，『脳を知る』・『脳を守る』・『脳を創る』

の3つの領域において総合的に研究を推進してい

ます．近い将来に，質量共に世界有数の国際的な

研究所になることを目指しつつ，広く大学，研究

機関等と連係を図りながら我が国の脳科学研究を

世界の最前線に押し上げることに貢献したいと考

えています．この一環として，脳科学の分野に各

方面の優れた学生や研究者の参画が不可欠であ

り，このようなことから当センターでは意欲ある

学生，志のある研究者のために特別のサマープロ

グラムを用意しました．皆様奮ってご応募下さい．

参加費用：旅費・宿泊費の必要経費を補助

使用言語：英語

応募方法：下記ホームページ参照のこと

http://summer.brain.riken.go.jp/

応募締切：2002年2月28日

結果通知：申請書による選考後，4月始を目途に

結果を通知

問い合せ先：

〒351─0198 埼玉県和光市広沢2─1

理化学研究所　脳科学総合研究センター

サマープログラム実行委員会

E-mail: info02@summer.brain.riken.go.jp

Fax: +81─48─462─4914

INTERNSHIP（PLAN A）

実際の研究現場でのインターン実習

期　　間：2002年7月11日～9月13日

（9月は希望者のみ）

募集人員：15名程度

受入研究：約36の研究チームより希望する研究

チーム

研究チーム：

『脳を知る』研究領域

ニューロン機能研究G

（T.K. Hensch・吉原良浩・N. Hessler）

神経回路メカニズム研究G

（伊藤正男・二木宏明・T. Knöpfel・

矢野良治）

認知脳科学研究G

（田中啓治・谷藤　学・A.A. Ioannides・



331INFORMATION●

K.S. Rockland）

『脳を守る』研究領域

発生・分化研究G

（御子柴克彦・岡本　仁・古市貞一）

病因遺伝子研究G

（貫名信行・山川和弘・高橋良輔）

老化・精神疾患研究G

（西道隆臣・高島明彦・吉川武男・加藤忠史）

修復機構研究G

（三浦正幸）

『脳を創る』研究領域

脳型デバイス・ブレインウェイ研究G

（松本　元・市川道教）

知能アーキテクチャ研究G

（菅野道夫・山口陽子・谷　　淳）

脳型情報システム研究G

（甘利俊一・田中　繁・A. Cichocki・

C.V. Leeuwen）

先端技術開発センター

（板倉智敏・宮脇敦史・端川　勉・

糸原重美・小川正晴）

LECTURE COURSE（PLAN B）

国内外からの著名な科学者による脳科学集中講座

テ ー マ：Seeing the Brain in Action

期　　間：2002年7月23日～8月2日

募集人員：30名程度

講　　師：

George Augustine（Duke University）

Peter Bandettini（NIMH）

尾藤晴彦（京都大学）

Edward Callaway（Salk Institute）

Winfried Denk（Max-Planck-Institute）

James Fujimoto（MIT）

Amiram Grinvald（Weizmann Inst. of Science）

Thomas Knöpfel

（理化学研究所脳科学総合研究センター）

宮脇敦史（理化学研究所脳科学総合研究センター）

Rudolf Oldenburg（Marin Biological Laboratory）

曽我部正博（名古屋大学）

Daniel Storm（University of Washington）

Antoine Triller（INSERM）

柳田敏雄（大阪大学）

Emilie Marcus（Neuron）

「赤松良子元文部大臣による公開講演会」と

「第8回生理学女性研究者の集い」のお知らせ

生理学女性研究者の会（WPJ）主催の公開講

演会と，「第8回生理学女性研究者の集い」のグ

ループディナーを第79回生理学会大会前日，下

記の要領で開催します．今回は，赤松良子先生に

一般公開講演会としてお話しして頂きます．一般

会員の参加を歓迎いたします．

講演後，例会としてグループディナー（懇親会

とWPJ総会）を行いますので，ふるってご参加

ください．懇親会への参加申し込みは，2002年2

月22日（金）までに，下記宛，E-mail，FAX，

またはお葉書でお願いいたします．

開 催 日：2002年3月27日（水）

午後5時30分～7時　公開講演会（入場無料）

演　　題：

「女と男が創る21世紀─政策決定の場にもっと

女性を」

赤松良子　元文部大臣

場　　所：

広島大学医学部第5講義室（JR広島駅南口で

大学病院行き（5番）のバスで終点まで，12分，

当日，終点付近にポスターと地図を張り出しま

す．）

午後7時～9時半　懇親会とWPJ総会

（総会は9時から）

場　　所：

広島大学医学部広仁会館「小会議室」（人数に

より変更の可能性があります．参加者への通知
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は致しませんので，参加前に必ずWPJホーム

ページで確認して下さい．）

会費（予定）：

一般会員6,500円，生理学会の学生会員4,500円

申 込 先：

〒734─8553 広島市南区霞町1─2─3

広島大学歯学部口腔生理学　岩佐佳子

Tel：082─257─5626 Fax：082─257─5627

E-mail: yoshiko@hiroshima-u.ac.jp

お名前，所属／勤務先（学生会員の場合は（学

生会員：○○大学医学部5年生等々）），住所，

TEL，FAX，E-mileアドレス，専門分野をお

知らせ下さい．

「生理学女性研究者の会」につきましては，ホ

ームページhttp://web.kanazawa-u.ac.jp/
~med05/WPJ-MENU.htmlをご覧ください．

世 話 人：岩佐佳子，竹本裕美

（広島大学医学部生理学第二）

第79回日本生理学会大会開催時の授乳室・保育所・託児室情報

1）会場内授乳室

生理学女性研究者の会（WPJ）では広島大会

会期中，小さいお子さんを連れて大会に参加され

る方々のため，子供用の授乳室を大会会場である

県立広島女子大学キャンパス内に設置します．乳

児の授乳やおむつの交換など，大会期間中終日ご

自由（無料）にお使いいただけます．また，幼児

の休憩室（保護者同伴）としてもぜひご利用くだ

さい．

準備などの都合上，ご利用を希望をされる方は

できるだけ前もってお申し込みいただきますよう

お願いします．お申し込みの際には，下記の内容

をWPJの岡田（k_okada@muom.meiji-u.ac.jp）

までメールでお知らせください．

1．申込者氏名

2．子供の年齢

3．利用日（3/28，29，30）

注意

専用のベビーシッターはおりませんので，各自

保護者の責任においてご利用いただきますようお

願いいたします．快適に気持ちよく利用できるよ

う，利用ルールを遵守して下さい．

ご質問などございましたら，随時下記メールア

ドレスまでご連絡ください．

ご質問／お問い合わせ先：

生理学女性研究者の会（WPJ）

（世話人）岡田　薫

（k_okada@muom.meiji-u.ac.jp）

後援：第79回生理学会大会事務局

2）会場に隣接した病院内の保育所

（1）マーヤ保育園

〒734─0004 広島市南区宇品神田1丁目5─54

Tel ＆ Fax 082─250─8022

利用時間：3月28日（木）から30日（土），

8：00～17：00

料金：半日（4時間）2300円，一日（8時間）

3500円（オヤツ代，食事代込み）

登録＆予約：希望日の一週間前まで．上記に電

話して登録と予約が必要．

年齢：6ヶ月から年少組まで（1歳までは医師

の診断書が必要です．）

生理学会参加者のためにお願いしてあります．

学会参加者であることを伝えてください．1日

につき3人分まで受け入れて頂けます．詳細は

直接問い合わせてください．

3）ホテル近くの託児所

一時保育（1時間より）が可能です，特典等が

ありますので詳細は直接問い合わせてください．

人数の都合があるようです．一応，生理学会参加

者であることを伝えてください．

（1）わくわくキッズ

〒730─0029 広島市中区三川町8─21

フェスタ広島本社ビル3F

Tel 082─243─1192
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（月～土曜日，11：00～19：00，予約専用）

利用時間：8：30～23：00

料金：1～ 3時間　1000円/時間，4～ 6時間

800円/時間，7～9時間　700円/時間，10～

12時間　600円/時間．その他おやつ代等．

予約：利用日の3日前まで．

最寄のホテル：広島東急イン（向かい側）およ

び三井ガーデンホテル広島から約5分

（学会用ホテル案内図に記載），広島ワシントン

ホテルプラザ（082 ─240 ─7111 宿泊予約用

Tel）から約5分．

（2）星ビルベビーワールド

〒730─0031 広島市中区紙屋町1─6─9

星ビル（3F）

Tel 082─249─6181

利用時間と料金：10：00～18：00 1200円/

時，18：00～21：00 1400円/時

予約：必要，できれば早めに．

最寄のホテル：ひろしま国際ホテル（隣）

（082─248─2330 宿泊予約用Tel）

路面電車の「立町」電停から「宇品行き」で会

場に行けます．

（情報提供：生理学女性研究者の会）


